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日本のエネルギートランジションにおける当社の役割／ポジション
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ENEOSの人材戦略
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従業員

新人事制度
（ENEOS）

個性や能力が視える化されたタレントマネジメントシステムを活用した適材適所の人材配置人 材 配 置

コース別人事制度（一般職）

コース毎に求められる役割やキャリアを明示し、
各人材像に適した評価や育成を丁寧かつスピーディーに実行

*高度専門コースを新設し、市場価値と連動した報酬の提供が可能に

ENEOSジョブグレード制度（管理職）

経営戦略に基づいて設定されたポストに、年齢問わず抜擢することで

ダイナミックな人材シフトと登用を目指す

*全管理職および管理職候補の社員が、就きたいポストを申告（ポストチャレンジ制度）

「今日のあたり前」を支え、 「明日のあたり前」をリードする

人材ポートフォリオの転換による事業ポートフォリオの転換支援 技術・経験の伝承、能力開発による基盤事業の強化

・経営ニーズに即した多様な人材の獲得

・事業ポートフォリオ転換に向けた能力開発
・リスキリング推進

新たな発想、能力が事業ポートフォリオ転換を可能にする

ENEOSにおいては既に大卒採用者の4割が経験者

・従業員が持てる能力を最大限発揮できる環境整備

基盤事業の確固たる収益の礎を築く

従業員
エンゲージメント

向上

ベンチャー企業派遣、M&A・プロジェクトマネジメント研修等

従業員が自律的にキャリアを考える姿勢を涵養する
会社は十分な能力開発機会の提供*により支援する
＊ENEOS Learning Platform等

・基盤事業を支える人材の活躍支援

DE＆I、働き方改革の更なる推進、シニア人材の処遇改善

（エネルギーの安定供給） （エネルギートランジション）



ENEOSジョブグレード制度の導入（2022年4月）
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＜制度導入の背景＞

当社を取り巻く環境がより一層厳しくなり、よりスピードを上げた事業の構造転換を迫られる中、

成果に対する強いコミットメント

成長分野で活躍するための知識・技術・経験の獲得に自律的に取り組む姿勢

構造転換を図る上でのキーポジションへの優秀かつ適した人材の配置

が求められ、これを促進・実現するための抜本的な制度改定を決断。

① 当社内の「あるべきビジネス・業務の価値」を重視した人事制度とする
 経営の意思に基づいて事業や職務の価値を序列化し、各々の処遇を決定する。
 年齢や経験に関わらず、職務の価値に応じて処遇を見直す。

③ 社員の意識・行動の変革を促し、人件費生産性の向上を図る
 職務の価値と報酬をバランスさせ、成果に報いることで、社員が目指すポジションに向かって自律的に仕事の価値を高め、

成果にコミットするような意識・行動の変革を目的とする。

② 「成長分野で活躍するための知識・技術・経験の獲得」に向けて、人材育成施策とチャレンジ機会の充実を図る
 「ＪＯＢ型雇用＝仕事に基づく契約関係」と割り切るのではなく、長期雇用と人材育成を大切にする。
 社員に対して自律的なキャリア形成を求め、支援できるような仕組みを持つ。
 将来や全体最適を見据えた会社主導の人材配置と、社員のチャレンジ意欲を反映した人材配置を、バランスよく行う。

＜制度思想＞

＜能力主義の弊害＞
・測定・説明困難な「能力」
・横並びや年功序列の意識
・職務・職責と報酬の不一致

 ポストに就く見込みのない・大きな役割を担えない管理職にとっては厳しい制度となり、モチベーションに影響する。
 これまで暗黙・曖昧であったポジションの格付けが露わになることで、ポジション間の不和が生じる。

想定された副作用



ENEOSジョブグレード制度の全体像
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グレード 評価報酬

ビジネスリーダー エキスパート

部門業績評価（部門）

グレード給

各種手当

賞与

月例給

BL1

BL7

BL5

BL3

BL8

BL6

BL4

BL2

BL9

EX

＜グレード決定方法＞

人材配置 ポジション決定 グレード決定

グレード評価

人材情報の把握

役割達成度評価（個人）

管理指標 部門KPI・PL等

絶対／相対 絶対評価

管理指標
各ポジションに求めら
れる役割の達成度

絶対／相対 絶対評価

ﾎﾟｲﾝﾄ

①

職務・職責に基づく
グレード制度

ﾎﾟｲﾝﾄ

②

仕事の質・量と報酬をバランス
させる（シングルレート）

配置・育成

ポジション
情報

職務記述書

人材
情報

PASSPORT
(タレントマネジメントシステム)

中期経営計画組織図 権限規程 業務分掌

＜グレード区分＞

ﾎﾟｲﾝﾄ

④

成果は賞与へ反映するとともに、
適材配置の情報として活用

ﾎﾟｲﾝﾄ

③

成果へのコミットメントを高めるため、
部門業績賞与を導入

ﾎﾟｲﾝﾄ

⑤

職務・グレードを公開することで
社員の挑戦意欲を喚起する

ﾎﾟｲﾝﾄ

⑥

成長分野・重要ポジションに
最適な人材を投入する

マッチング

エントリー 社内公募

希望するポストに
自ら立候補する

仕組み

成長事業に
会社が募集を
かける仕組み

職務・職責（ジョブ）を基準とする人事制度の思想転換によって、社員の自律的なキャリア形成を促進し、
成長分野への人材シフトを活性化させる。また、部門業績賞与の導入によって、個人の役割と会社業績と
の繋がりを強く意識させ、成果へのコミットメントを最大限に高める。

E１

E２

E３

E４



ポストチャレンジ制度
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自身のキャリアに対する考え、成長の方向性を明確に持てるように意識付け、主体的なキャリア形成を
推進することを目的とする

管理職および一般職最上位グレード

①対象社員は、希望するポストへのチャレンジを申告

②希望を受けた部門が採否を決定

③採用の決定は、原則として定期人事異動の発令において通知

目的

対象社員

ポストチャレンジの流れ

ENEOSホールディングス、ENEOS、鹿島石油、大阪国際石油精製の GM以上のすべてのポスト対象ポスト

・社員が、次年度就きたい役職（ポスト）への就任を希望（チャレンジ）できる制度

・GM以上の全てのポストへの就任にはポストチャレンジを行っていることを必須とし、行っていない社員は

原則として、次年度はポストに就任できない

・各ポストの就任者は、当該ポストを希望した者、または他のポストを希望している者の中から会社が選定する

概要

→ 社員の意識転換＋ジョブ型人事制度における納得感・公平性を担保
※23年4月（制度初回）の定期異動において、3000名程度の異動、うちポストの交代が362件あるなか、
94件、26％がポストチャレンジを叶えて就任



一般職 コース別人事制度の導入（2023年4月）
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 当社の将来像を実現するための人事戦略として、一般職を含めた連続的・包括的なアプローチが必要。

 さらに、一般職においては早期育成および即戦力確保を可能とする制度を志向。

管理職
成果への

コミットメント
知識・技術・経験を
獲得する自律的な姿勢

成長分野への
人材のシフト

一般職にも強力に推進

当社の将来像を実現する人材を育成し、早くから大きな価値を創出できるようにする

コース別の人事制度とすることで、それぞれの役割

やキャリアを明示し、最適化した評価育成を行う。

様々な人材像を一つの人事制度の中で配置育成して
おり、目指すべきキャリア・養うべき能力が曖昧。

役割を軸とした意識転換によって社員の成長を確固たるものにする

役割グレードを設定することで、役割拡大を伴う成

長を確実に把捉しながら資格・報酬を上昇させる。

能力は測定が難しく、資格・報酬が社歴と相関する
傾向（年功序列）。

新規・成長領域開拓のための即戦力を確保する

市場価値に応じて処遇する高度専門コースを設定し、

必要な即戦力を確実に採用する。

新規・成長分野における即戦力を確保するための仕

組み（処遇面）が不足。

一般職



一般職 コース別人事制度の全体像
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 各人材像に適した育成を行うため、総合（事務・技術）、技能（生産）、技能（特定）、高度専門の4コースに区分し、コース毎に異なる人事諸制度・取扱いを規定。

技能（特定）技能（生産）総合（事務・技術） 高度専門
コース
区分

グレード

報酬

評価

役割グレード
（6段階）

能力グレード（4段階）
＋

役割グレード

能力給（＋役割給）
※能力給はレンジレート（コース毎に習熟昇給テーブルが異なる）、役割給はシングルレート

役割給
※労働市場での価値を軸に決定

能力評価（昇降格・能力給の習熟昇給に反映）
実績評価（賞与に反映）

実績評価
（賞与に反映）

運転員や試験員など、装置運転にかかる職場でキャリア
を積むスタッフ

看護師・保健師など
本社・研究所・支店の事務・技術系スタッフ、製油所の
製油技術、需給管理、工務、環境安全等でキャリアを
積むスタッフ

ITやPM等の外部採用人材
※社内募集も想定

対象

勤務地
転勤猶予カードを拡充し、

転居手当（能力給の1カ月分相当）を支給
勤務地限定とし、

やむを得ず転勤を命じる場合は転居手当（能力給の4カ月分相当）を支給

能力グレード
（4段階）

能力グレード（5段階）
＋

役割グレード

製造およびその周辺領域において、安全・安定かつ高品
質な事業運営の継続および改善と、製造を起点とした
成果の実現を目指す

特定の知見と技能を用いて
、ビジネスの遂行を支える
機能を提供し充実化させる

経営活動の基盤的な業務とその変革に貢献しながら、
事業機会の感知・発見・実現と、社内外の経営資源の
再構築・再編成による価値創出を目指す

高い知識・技術の求められる限定的な職
務において、新規の価値または事業変革
に繋がる成果を生み出す

目指す
キャリア



再雇用契約社員 人事制度概要
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グレード制度 評価制度 報酬制度

役割給

各種手当

賞与

月例給

賞与

担
う
役
割
に
応
じ
て
、

グ
レ
ー
ド
が
決
定

役割達成度評価（個人）

各ポジションに求められる
役割の達成度を絶対評価

役割グレード

SP

SS1

SS2

SS3+

SS4

SS5

EX相当

E1相当

E2相当

担当者

役職者補佐

管
理
職
扱
い

＜グレード決定方法＞

人材配置 ポジション決定 ｸﾞﾚｰﾄﾞ決定

部門業績評価（部門）

部門業績KPIの
達成度を評価
※SS2以上のみ

グレード定義
職務記述書（SS2以上）

役割記述（SS3＋以下）

SS3

業務サポート

組
合
員
扱
い

上級担当者

役割の位置づけ

 部門・職場によって年齢構成のバラツキがあり、再雇用社員の活躍度合いにも濃淡が存在。（職能主義の限界が露呈。）
 担う役割の大きさと報酬をバランスさせるため、現役時代の資格をベースとせずに、担う役割の大きさに応じた役割グレードを設定。

（より大きな役割を担う場合、管理職としての活躍を求める。）
 役割グレード毎に役割給をシングルレートで設定し、役割に応じた適切な処遇を実現。



ENEOSの人材戦略 ※再掲
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従業員

新人事制度
（ENEOS）

個性や能力が視える化されたタレントマネジメントシステムを活用した適材適所の人材配置人 材 配 置

コース別人事制度（一般職）

コース毎に求められる役割やキャリアを明示し、
各人材像に適した評価や育成を丁寧かつスピーディーに実行

*高度専門コースを新設し、市場価値と連動した報酬の提供が可能に

ENEOSジョブグレード制度（管理職）

経営戦略に基づいて設定されたポストに、年齢問わず抜擢することで

ダイナミックな人材シフトと登用を目指す

*全管理職および管理職候補の社員が、就きたいポストを申告（ポストチャレンジ制度）

「今日のあたり前」を支え、 「明日のあたり前」をリードする

人材ポートフォリオの転換による事業ポートフォリオの転換支援 技術・経験の伝承、能力開発による基盤事業の強化

・経営ニーズに即した多様な人材の獲得

・事業ポートフォリオ転換に向けた能力開発
・リスキリング推進

新たな発想、能力が事業ポートフォリオ転換を可能にする

ENEOSにおいては既に大卒採用者の4割が経験者

・従業員が持てる能力を最大限発揮できる環境整備

基盤事業の確固たる収益の礎を築く

従業員
エンゲージメント

向上

ベンチャー企業派遣、M&A・プロジェクトマネジメント研修等

従業員が自律的にキャリアを考える姿勢を涵養する
会社は十分な能力開発機会の提供*により支援する
＊ENEOS Learning Platform等

・基盤事業を支える人材の活躍支援

DE＆I、働き方改革の更なる推進、シニア人材の処遇改善



リスキリング全体像
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 リスキリングの定義
新規事業の強化（※①）、基盤事業の強化（※②）およびその双方（※③）に対応するため、
必要なスキルを獲得する／させること

事業計画の達成、自律的キャリア形成の実現

 リスキリングの体系

人材ポートフォリオの転換による
事業ポートフォリオ転換支援

技術・経験の伝承、能力開発による
基盤事業の強化

人材育成方針 1.事業変革に向けた個の力の強化 2.自律的なキャリア形成の支援 3.多様な人材の確保・育成

経営人材育成（タフアサインメント）

デジタルリテラシー教育

ENEOS Learning Platform、語学研修支援、オープンセミナー等自律的学習機会の提供

デジタル人材育成
DX実行力の強化

高度デジタル人材育成
デジタル人材育成
DX実行力の強化

M＆A研修、未来構想ゼミ
他社派遣（ベンチャー派遣等）

新規事業開発力
の強化

BPR・合理化による再配置の
ための教育（各部門研修等）

BPR・合理化
による再配置

②

③

①

③

③

＜リスキリング施策＞



「今日のあたり前」を支え、

「明日のあたり前」をリードする。

何気ない暮らしを、不断の努力とリーダーシップで支えつづける

変化を楽しみ、多様な人・技術・アイデアの掛け算の発想で、挑みつづける

日々の暮らしの中の、あたり前のような景色。

それらは、「あたり前」にそこにある訳ではない。

「今日のあたり前」の生活があたり前でなかった時代から、

私たちENEOSグループは常に先駆者として、

その時々の日常に不可欠なエネルギー・素材を開発し支えることに全力を注いできた。

そして今、脱炭素・循環型社会という、「明日のあたり前」の実現へ。

そのためには、次世代のエネルギー・素材・サービスが求められている。

私たちはこれからも先頭に立って挑戦し、

次なるあたり前を創りつづける事で、

常に社会から信頼され、求められる存在でありたい。

グループ理念の実現に向けた決意


